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1. Zzz の 語 は , 事実 上 , Satapathabrahmana (SB) に 2 度 現 れる の み で ある . 0 
$4 太 - [小屋 , 建物 ] (AV+) か ら の 派生 名 詞 と し て 「 小 屋 に 属す る も の / こ と] の 
意味 が 推定 され る (cf PW sv. “in der Hutte us.w. befindlich).。 外見 か ら 区 別 は つか な 
い ゅ が, Vrddhi 派生 に よる -4- 語幹 中 性 名 詞 (単数 集合 名 詞 ) と 考え られ る . 両 科 所 
と も に 4zgs- | 荷車 | と の 対比 が 見 られ , VI8.1.1 に お いて は , cg の 7 cgr が 「 車 
に よっ て 移動 生活 を する |] を 意味 する の に 対し , 44 gy は 「 小 屋 住 まい を する 」, 
すなわち , 定住 生活 を する 意味 と 解 さ れる (PW sy. “so viell alls] sassen zu Hause). 1 
1.2.5 は 。 その よう な 移動 生活 が 本 来 の 姿 で , 定住 生活 は 後 の 風習 で ある こと を 言 

い , 祭 式 が 往 古 の 生活 を 模 伏 する 構造 を も つこ と を 明確 に 示す 箇所 と し て 重要 で 
ある . 


。2. SBL.VI 8.1.1: 274077/】72772077/ 7//74277474727/77/// 計 7//272 ん 汗 97 人 77742A 瀬 9 の //7742 演 の 42777727774727 


人 922742//777777/ 科 ん 2 入 //472 co の 7 の co7 が c727277 77 の vg729. /6 の ev29 C の 767 C の 7777 677/ 
ん 247722g9y779. cg 太 @7g 7 v27 ev29 cd7G772 6727 ん 27772P2PG775. 7257727 72 ev pg7770- 
7%eyz y の 279y の 29O gz | | 祭 火 を 保持 し な が ら , [荷車 に ] 運ば せ て 往復 すべ き で ある 9 
と [人 々 は ] 言っ て いる . と も に プラ ジャ ー パ ティ の 子孫 で ある 神々 と アス ラ た ちと は 競い 
合っ て いた . その 際 神 々 は 車 を (Akk.) 移動 し て いた (つつ 3.), アァ スラ た ちせ は 小屋 住ま い を 
し て いた . 彼ら 神々 は 車 に よっ て (Instr) 移動 し て いる 時 に , この 行 作 を 人 観 得 し た . 車 に 
ER それ 改 , プロー ダー シャ 
(供物 用 パン ケー キ ) に 関わ る [ 諸 祭 式 ] の 場合 に は , yajus (Adhvaryu 祭 官 の 唱え る 祭 詞 ) 
た ち ち は 荷 車 に 属す る , Agnilcayanal の 場合 合 に は 和 荷車 に 属す る . 


hs た ちか 各層 する 」 と いう の は 「 和 生活 叶 (または) の も の で ある 
小屋 住ま い (定住 生活 ) に 属さ な い ] を 請う も の と 解 さ れる . 


3。 cg な 7 cgr は , 直後 に cg/@7g c の og 「 車 に よっ て (msrr.) 移動 し て いる と | 
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と 言い 換え られ て いる こと か ら も , 「 車 輪 ] (具体 的 に は 4,g- 「 戦 車 ]。 gs-「 荷 車 」 
な ど ) に よっ て 移動 生活 を する こと を 調 う 表現 と 解 さ れる . cz の 意味 が 「 移 動 す 
る 」 (行為 の 自動 詞 ) で あれ ば , Akk. と 解 さ れる 中 性 名 詞 cz な 4 ヵ の 機能 は 動詞 cy 
の 意味 内 容 を 具体 化 ・ 限 定 し て 表示 する Inhaltsakkusativ (der innere Akk.) 9 と 解き 
れる . GAEDICkE Der Accusativ im Veda (1880) 162 は cg: 「 動 く , 移動 する , 動き 回 
る , 従事 する 」 の Inhaltsakk. を 用 いた 表現 と し て yzgz 太 「 一 巡 す る 7 訪 Zz 
が 97 の | 助言 に 耳 を 傾け る よう 勢 め る ], yz 「 斎 戒 を 行う | pg2z477「 取 
引 を する ], ysz2 | 値切り を する ], 同族 目的 語 に よる の gzc の yo 「 ヴ ェ ー ダ 
学生 の 生活 を する ]」 な ど を 挙げ る .“* 

と ころ が , cg な の 7 dcg7g7 (lpf 3.PlL, antithetischer Akzent) の 場合 に は 。 cg と いう 行 
為 の 具体 的 内 容 あ る い は 結果 "が 「 車 輸 ] で ある と いう 関係 で は な い . それ に も 
拘わら ず Akk. が 可能 な の は , ggc の yg- の 場合 に 見 られ る よう に , 動詞 cg: と 
cg@- と の 同族 関係 に 基礎 が ある た め と 推定 され る . さら に , cg の 「 活 動 す る , 
… 佐 携わる , … を 取り 扱う ] 意味 ( つ 注 5) は こと の 構文 の 保持 を 側面 か ら 支 えた で 
あろ う . 即ち , cg な 4- 「 車 , 車 輸 | は ,。 ギリ シャ 語 /oy を は じ め 諸 言語 に 確認 さ 
れる 印 欧 祖語 * ん e- を 7-o- に 遡る , 動詞 語根 *"e/" か ら の 派生 名 詞 (*「 回 転 し 続け る 
も の ]」) で ある (MAYRHOFER Etym.Wb.d.Aia. s.v. [1990] 参照 ) イン ドア ー リ ヤ 語 で は も 
は や 語源 的 繋が り を 感じ させ な い 程 語形 に 隔たり が ある こと を 考慮 する と , 古い 
時 代 の 表現 が 残存 し て いた 可能 性 も 考え られ る . 直後 に Instr. cg な @ig に よる 「 語 
釈 ] が 必要 と され た と と も これ を 支持 し よう ." この 仮定 が 正しい と すれ ば , 表 
現 自 体 が 後 ま で 生き 残る 例 と し て 興味 深い .? 


4. 522 gy (2sg7 pf 3.PL) に は 「 小 屋 住ま い を する , 定住 生活 を する | 意味 が 
想定 され る . 構文 上 は HOFFMANN “Ved. /727 の 7 だ (Aufsatze zur Indoiranistik II. 1976. 
557-559) が 見 出し た 7 万 の gs 構文 か ら 説 明 で きる : "diese [Herrschaftl hier erlan- 
een/werden/innehaben* しま り 一般 的 に 該当 する 定式 は 2 2s/ の 7 "fr etw. zustandig sein/ 
werden: nber etw. herrschen, etw. innehaben 2050L .… を 管轄 ・ 支 配 し て いる [4s] プ す る よ 
うに な る 1 :T. GOTO Gs.Schindler, 1999, 137. 和 IRDSSNO [っ 注 31 3)). この 構文 は 確 
実に イン ドイ ラ ン 共通 時 代 に 遡る : の 2372 7z [支配 権 に 至る | YS" 二 6Y777227// 万 //77 
Br. へ jav. x$a の gz p7. "HoOFFMANN の 指摘 以降 多く の 用 例 が 見 つか っ て いる が , 
殆ど 全て n. Sg. 形 を 用 い , 法律 , 社 会 制度 関係 の 表現 に 多い : 724 G [な 2 が 47] y の か - 


2 ・ ・ > 。 11) 
2 娘 、 の 2 が 7 が 997。 efC), Sarvam (は ge WU2 が 2 729 が 7 が. の 7c77, 太 77 の が 。67 た 
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ク 之 ァ 2 < 一 2 < に 2 
2 sg 277777747277/ 陣 74277277/ 二 274697477792777277/ 科 2727// 衝 4227/ 皿 ////2777//】 


5727/// 有 27774/27// 計 2/777// 
$777977 5 の 9, の 727yg の 7 ル の 7 の 7 の 7 の, 7 の 7 の 7 の 727777, の 775, 7 の 7 97V272 77777。 SV が が 7ー 
/27 の gy の 7 svg7cg5 の 7 な ど . これ まで 得 ら れ た 用 例 は AV, 特に YS" 以降 に 多 
ぃ が , "? 解釈 上 の 問題 が 絡み , イン ドイ ラン 祖語 に 遡る 同 構文 は RV に も 当然 相 
当 数 見 出さ れる 筐 で ある “. 

用 例 が 事実 上 中 性 名 詞 と の 結合 に 限ら れる た め , “2” の 部 分 に は Nom./Akk. 
両方 の 可能 性 が 考え られ る . HoFFMANN は 先行 研究 に 触れ た 後 , Nom. と 断定 する 
が , 根拠 は , 構文 中 に 並存 する 動詞 2 は pradikativer Nom. を と る , と いう 前 提 に 
他 な ら な い : の の 7257 の 7 yy の の | この 者 が 支配 権 を 持っ て 欲し い | (yg は の Opt 
を 補完 する ) MS III 3.7": 40.7: 6 vg 7 27 2 の vgy の が sy が 7 [我々 が | 今 」 も っ 
て いる この [地上 の 支配 権 ] を Yama が も っ て いた ]" TS II1.445 及び が 省 
略 さ れ た 4 2 vsygyo y67 7727 1Aditya 神 た ち が [ 今 ] も っ て いる この 
[支配 権 ] を 我々 両者 が も つこ と に な ろう ] MS 1 6,12":104.16. し か し , gs に も 
pradikatives Adv. や 関与 の Akk. の 可能 性 は 排除 で き な い . さら に , 3. に 見 た ni 
Sg. Akk. に よる cg ん gd cgr の 構文 は , 2 2s が Inhaltsakk. に よる 表現 で ある 可 
能 性 を 示唆 する . GAEpickE Acc.165f は RV1I109,7 ( 注 14) の 例 を Inhaltsakk. の 
項目 に 収め て お り , この 構文 の 可能 性 を の も の を 。s に も 想定 し て いた こと に な 
る . HOFFMANN, GAEDICKE (153f pjz+ Nom., 165f s+ Akk.) が 解明 に 至ら な か っ た 理 
由 は と 6 と を 一 体 の も ゃ もの と し て 捉え る 観点 を 欠い て いた こと に ある . 

こと で は , gy 「 あ る ] に よっ て 示さ れる 主語 の 具体 的 あり 方 を , Akk. 3Z4 「 小 
屋 住ま い , 家 を 建て て の 定住 ( 期 )] が 限定 する 構造 と 説明 で きる . 4 2s/pz 構 
文 成立 事情 の 解明 に は , 用 例 を (イン ド ・ ヨ ー ロ ッ パ 諸語 に 互 っ て ) 収集 し , 各 用 例 
の 履歴 を 多層 多角 的 に 検証 し て , 構文 成立 時 の 原理 と 歴史 的 展開 と を 確認 する こ 
と が 求め られ る が , 用 例 の 大 多数 は 直接 zz の Inhaltsakk. 構文 と し て 説明 で き 
る 見 込み が ある : 7Zsx gy「 そ の 存在 が 支配 権 に よっ て 特色 づけ られ る よう な 状 
態 で ある (pg : に な る ), 7 sy「… 負債 を 負っ た 状態 で ある (に な る )."”" この 
仮説 に 従え ば , Inhaltsakk. に よっ て 限定 を 受け る 動詞 zs/pz は 本 動 誤 | が ある 」, 
| が 生じ る ] で あり , 「 | で ある |], | に な る | で は な い . 従っ て . "7 の 2 が 9 の 7 。 構文 
に 「 動 詞 が 主語 で は な く 述 語 名 詞 の 数 に 一 致す る ] 現象 が 見 られ な いこ と 7 も 
Inhaltsakk. 構文 か ら の 説明 を 支持 する . 


5. 2 の 残る 一 例 は , 祭 式 が 移動 生活 期 に 原型 を も つこ と を 言う 典拠 と し て 
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重要 で ある ( 新 月 祭 ・ 満 月 祭 の 献 供 用 purodasa (パン ケー キ ) の 材料 を Garhapatya 
祭 火 の 西側 に 置か れ た 荷車 に 取り に 行く 場面 ):? SB 」1.2.5 2 Zs evg 7 た 
yg7 の 7O 7 VZ の e7e. pcevg vg 7 ye 7 の 72. s2 4 evgg7e 777 ん 272V2777 が 777 の 
22 の eV の g77727 その 際 , 他 な ら ぬ 荷車 か ら [材料 の 穀物 を ] 取る べき な の だ . 荷車 が 
つま り , 初め に [あっ た ] の だ . 小屋 住ま い ぃ な ら ば , これ は まさ し く 後 か ら 「[ あ る ] の だ . 
そこ で , 初め に [あっ た ] こと , それ を 私 は 為 そ うと [考え て の と と で ある ]. それ われ 故 , 他 
な ら め ぬ 和 荷車 か ら 取 る べき で ある . 


1) 他 に , 樹木 名 zz- (m.) 「 シ ャ ラノ ミキ, 沙 維 双 樹 ] が Ep.KI. に 現れ る . 

2) yzy2 が ye7g: vg 「 運 ぶ ] の Intens. Opt., 語根 部 分 の み は Kaus. に 属す る こと を 示す . 
Agnicayana ( 書 瓦 火 壇 構 築 祭 ) の 潔 斎 (diksa) の 終わ り に , 火鉢 に 入れ た 火 を 荷車 に 載せ , 
祭 主 が 率い て 祭 場 か ら あ る 地点 まで 行き , 戻っ て くる 行 作 を 指す . 移動 生活 を 擬 え た 

_ も の と 解 さ れる . Cf. HILLEBRANDT RitLit. 163. STAAL Agni II 98, SCHAEFER Das Intensivum 
(1994) 55. 179. 

3) GOTO "Funktionen des Akkusativs und Rektionsarten des Verbums” (Indogermanische Syntax 
ー Fragen und Perspektiven 一 , 2002, 21-42) 32-35 参照 . 交 a 

4) yo7g77- は 通常 「 圭 ] を 意味 する が , この 構文 で は 動詞 の 原義 に 近い 意味 を 示す . 
Inhaltsakk. は この 場合 結果 の Akk. に 近い . Goro Akk. (一 前 注 ) 34 参照 . 

5) 印 区 祖語 *X"e/ に 既に 「 携 わる , 従事 する ] と いう 用 法 が 想定 され (Goro I. Pras. 135 
n.172 参照 ), Inhaltsakk. と Objektsakk. と の 境界 は 常に 分 明 で は な い . 

6) みみ yz cg 「 正 し い 行 い を する | (Pass. Zzzo cg7y 太 7 KausSun) を GAEDICKE は 既に 
目的 語 と な っ て いる も の と 判断 する . 

7) Lexikon der indogermanischen Verben (Rix, KOMMgEL et al.、 22001) 386ff. (Lpp 担当 ) は set 
語根 *X"e/ カ 」 “eine Drehung machen, sich umdrehen, sich (um-, zu-)wenden” (転回 する , 向き 
を 変え る , 向き な お る )] を 設定 . cz な 64- の アク セン ト は Kollcktiv * ん ey に よる と 
され る が , 古 イ ンド アー リヤ 語 の 同形 成 決 で は 一 般 に この 位置 に ある . “ 

8) 同じ く 同 族 目的 語 に よる Pali c み 2 cg 「 遊 行 す る , 遍歴 移動 生活 を 行う | の 場合 に 
は 無論 語 釈 (Glosse) の 必要 は な い . 

9) yazgz- の 例 ( つ 注 42) の よう に , cg ん 6- の 場合 に も [車輪 ] で は な く , 原義 に 近い 
| 回 転 , 移動 し 続け る ] (?⑦) が 意図 され て いた 可能 性 も 排除 で き な い . この 場合 に も 
表現 自体 が 古い 時 代 に 成立 し た と と を 示唆 する . ] 

10) 印 欧 祖 語 に 遡る 可能 性 も ある , cf 現代 独語 7c ヵ zz scgz/7 「 私 に 責任 / 罪 が ある | と 
その 古 形 (cf BEHAGEL 16.KLUGE/SEEBOLD s.v. Sc H. PAUL Prinzipien 357: S250. 例え 
は , 7c7 が 777/ggzg 7948 「 私 は 1948 年 生ま れ で ある 」 (軍隊 用 語 か ら ? ) な ど 官 用 表現 
に 多い 事項 の 提示 だ け に 重点 を 置く 構文 (時 間 的 , 空間 的 幅 と 限定 を 持つ Lok. や 前 置 
詞 表 現に 対比 され る ) と の 近 さ が 想起 され る . Akk. の 中 核 に そもそも この よう な 

Gesamthei(′ (全体 観 ) が 想定 され る こと に つい て は Goro Akk. 41f. 確実 に 印 欧 祖 語 


os 
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に 遡る ヵ カ 2 の 構文 (“Acc. graecus”。 GAEpiCkE は Objektsakk. から 説明 ) は , この 関連 
に お いて 改め て 検証 を 要する か も し れ な い . 最新 の 研究 H. MIYAKAWA Travaux du Cercle 
linguistique de Waseda 8 (2004) 16-42 を 参照 され た い . 

11) 西村 直子 『 放 牧 と 敷き 草刈 り 』(2006) 156 n. 414. 

12) 同 144n.401 及び 指示 箇所 を 参照. 

13) アク セン ト 付 の 語 は , AV, YS", YSP, SB, TB に 用 例 が ある こと を 示す . 一 n.PL も 見 
出さ れる : eg s の vg の 7 の yz/| gyvg7 MS 1 8.6 の 124.14, eZ が 7 sy 7Zvg7 が 7 ChU V 1.15 
(Goro Gs.Schindler 138): 可能 性 と し て は Y 9.15 (JAv.) 4 の gg7 77797777777/ dg7 (GOTO 
Orient 39, 2004. 132) .[K1.: Buddhacarita 1 67, Bodhicaryavatara III 7.」 

14) 例え ば , Purusasukta X 90,2 psg evegg s の vg | プル シャ こそ が この 一 切 を 支配 し 
て いた ]| 9⑦⑰, 1109.7 yep7 訪 gp の が po 7 2sg7 「 我 々 の 父祖 た ち が そ れ ら と 共 食 す る 
権利 を 有 し て いた [その 同じ 太陽 光線 た ち ]] ( つ 本 文 下 ). 

15) HOFFMANN は “Yama ist diese (Herrschaft) geworden, welche wir sind, d.h. Yama hat die 
Herrschaft in dieser Welt erlangt, die wir innehaben” と 解 息 し て いる が , gp は の の Aor 
(確認 [Konstatierung]) を 補完 し , 「 で あっ た , も っ て いた | (過去 の [継続 する ] 状態) 
を 意味 する : GoTo QGs.Schindler 131 n.17. 

-16) 外見 が 同じ で も , 単語 , 概念 に よっ て は Nom. が 目 然 に 思わ れる 用 例 も ある . pa- 

297 gy |( 誰 々 が ) 基準 で ある | ( 誰 々 の 判断 が 正しい 決定 で ある 有利 7772//7477/7742 人 導 // 計 42 ん 

e gs が 7 7 の 7 の 7 77 7e 7 が しかし, この 問い に つい て は , Y が 判断 基準 (権威) で 

ある と いう の が 私 の 考え で ある | MBhar II 62.21. さら に 177.18, XII 111,10 (赤松 明彦 氏 

の 教示 に よる ). 一 7 25/ の 7 の 他動詞 (faktitiv-facientiv) と し て , ん 4 な に よる 構文 の 


可能 性 を も 考慮 する 必要 が ある : 人 の Akk. 十 Zsz ん g7 RV (GoTO Akk. 31), ys45 7 


Tpg7yg の (7) な 7 「 我 々 は 君 に 名 声 を 作る ( 君 が 名 声 を 支配 する よう に する )] PSIV 
10.3, gyo- が 7 が -「 喜 びと な る を 司る | (堂山 『 リ グ ヴ ェ ー ダ に お ける 1 人 称 接 続 法 
の 研究 2005, 284 n. 555) :: 7777472 人 凍 /7272.74 | (生き 返る よう な ) 喜び を 為す | RV+. 

17) Goro Qs.Schindler (Compositiones Indogermanicae, Praha 1999) 137. 

18) 西村 直子 『 放 牧 と 敷き 草刈 り 』286 参照 . 

19) -SBK II 1.2.7 22 Mg /2277 の ge7e. PSCg VZ 7 (V.1. pgc27 y) 7 dc c72 太 | 荷車 が ここ に 初 
め に [あっ た ] の だ . 小屋 な ら ば , これ は 後 か ら な の だ ]. 


(日 本 学術 振興 会 平成 18 年 度 科学 研究 費 補助 金 基 盤 研究 < に よる 研究 成果 の 一 部 ) 
(キー ワー ド ) ヴェ ー ダ , Satapatha-Brahmana, 2 な -。 cg の 7 cg。 シン タク ス , 7247 67 
構文 , Inhaltsakkusativ, 移動 生活 . 定住 9 
(東北 大 学 大 学院 文学 研究 科 教 授 , Dr.phil.) 
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148. Cart and Hut: 3272 gs “to live in the hut' in the Satapathabrahmana 
GOTO Toshifumi 


$27g- (n.) iving in a hut, a derivative from 322- "hut, house, hall' (AV+) 
occurs only twice in the Satapathabrahmana in a usage opposed to 万 gs- 
carf which represents the nomadic way of life. $772 が gs to be in the huf 
and cg ん 7@77 cg7 to travel with the wheel' are the expressions for to hve sed- 
entary and to follow the nomadic life in carts and chariots', respectively (VI 
8.1.1). The other occurrence reports that the nomadic lifestyle reflects the 


custom in former days which people imitate in the ritual. and the settled one 
the later (| 1.2.5). 

The pecuhar expressions cg 婦 @7 の cg7 and 2 が 5 aTe important also 
from the linguistic Viewpoint. K. HOFFMANN pointed out the construction 
272 の 2/2y to become/be ruling。 controlling over something' (4 が zze Il 
557-559) The noun appearing with の and gs (aimost always in nsg.) is a 
nominatiVe according to him. But 2/27 gs points to another solution. 

cg ん 7977 CO7 1S Obviously an expression with an Inhaltsakkusativ (an inner 
acc., in this case a cognate one), going back to the earlier Period when the ety- 
mological relation of cg な の - wheel' (PIE. kye- を yo-) to the root cgr *to roll 
move (< *ve/) was still alive. In the Brahmana a sentence with instrumental 
cg ん 7ezo by the wheel′ was necessarily added. This phrase cg の cg 
points to the possibility to interpret also 272 25 as a construction of 2y to 
be with an Inhaltsakk. The 7427 2s/ の 7 construction could be. in general, 
exDlained as such. Also the fact that there is no example found for the verbs 
accord with predicative noun in number jn this constrution (Gote. Cs 5c/jz の ey 
137) supports this interpretation, for the verb is then a full verb “to be. to ex- 


lst or to appear みなみ と が な ) 婦 233 う -/23 の ) ーー 263- が 6 を 


